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テープカットで開幕！
山の恵みフキ、ウドなどは
大人気。

大勢の来場者で賑わう会場。出店のぼりが雰囲気をさらに盛り上げます。

第22回第22回
もも りり

森林からの恵みを求め
たくさんの来場者の笑顔あふれる

森林の市森林の市森林の市森林の市
盛大に開催！

　私たちの生活と深い関わりを持ち、限りない恵みを与えてくれ
る森林。その森林から生産される木材の良さなどを広く市民のみ
なさんに理解してもらうために５月31日（土）、「第22回 森林（も
り）の市」（森林の市実行委員会・北海道森林管理局主催）を札
幌市厚別区「ふれあい広場あつべつ」で開催しました。
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③ ② ①

⑥

　

朝
十
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
開
幕
す
る
と
、
会
場
前
に

列
を
作
っ
て
い
た
沢
山
の
み
な

さ
ん
が
、
一
斉
に
お
目
当
て
の

コ
ー
ナ
ー
へ
直
行
！

　

北
海
道
、
札
幌
市
、
木
材
関

連
団
体
、
木
製
品
販
売
業
者
、

森
林
管
理
署
な
ど
の
三
十
三
店

舗
が
並
ん
だ
場
内
に
は
賑
や
か

な
歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ト
ン

カ
チ
教
室
で
の
バ
ー
ド
テ
ー
ブ

ル
作
り
、パ
ウ
チ
し
お
り
教
室
、

お
が
こ
ア
ー
ト
教
室
、
カ
ミ
ネ

ッ
コ
ン
の
作
成
な
ど
に
親
子
連

れ
な
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ウ
ド
な
ど
の
山
菜
や
き
の
こ
類

が
今
回
も
人
気
を
集
め
た
ほ

か
、
各
店
舗
が
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
木
製
品
は
見
る
目
も

楽
し
く
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
実
演
に
多
く

の
方
が
訪
れ
、
環
境
に
や
さ
し

い
暖
房
器
具
と
し
て
高
い
関
心

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
行
事
と
な
っ
た

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
森
林
の

役
割
や
大
切
さ
、
木
の
良
さ
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
実

り
あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
販
売
第
一
課
）

⑤ ④

①緑の募金には沢山のみなさんにご協力
いただきました。②③掘り出し物の木製
品がいっぱいです。④お祭りムードを盛
り上げる焼き鳥屋さん。⑤カミネッコン
で苗木ポットづくり体験。⑥おがこアー
トコーナーでは、時間をかけてじっくり
作品づくり。

楽しいこと
いっぱい！

⑦

⑦自宅でキノコ栽培。キノコのブロック
も大人気。⑧鳥の巣箱づくりコーナー。
子どもたちが一生懸命作っていました。
⑨押し花を散りばめたパウチしおりづく
りに、みなさん熱中。⑩環境に優しい暖
房器具、灯油価格上昇もあり、ペレット
ストーブコーナーでは担当者に熱心な質
問が寄せられていました。

⑩ ⑧⑨
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

豊
か
な
生
態
系
を
有
す
る
知
床

半
島
に
お
い
て
、
国
民
の
森
林

づ
く
り
に
対
す
る
気
運
や
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
等
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
、
知

床
の
森
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
、
個
人
、
企
業
、
団
体
等
の

多
様
な
主
体
の
参
加
に
よ
る
森

林
づ
く
り
活
動
・
森
林
環
境
教

育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
五
月
九
日
（
金
）、
斜
里

町
ウ
ト
ロ
地
区
の
国
設
知
床
野

営
場
内
に
「
知
床
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
施
設
」
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
知
床
世
界
自

然
遺
産
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
多

く
の
方
々
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
け
る
知
床
の
森
林
の
情
報
発

信
の
場
と
し
て
、
ま
た
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
関
す
る

研
修
や
意
見
交
換
、
森
林
づ
く

り
活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
拠

点
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　

木
造
平
屋
建
て
、
延
床
面
積

は
約
三
二
〇
平
方
㍍
。
レ
ク
チ

ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
、会
議
室
、作
業

室
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
午
前
に
行
わ
れ
た
開

所
式
で
は
、
来
賓
の
村
田
斜
里

町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し

て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
地
元
の
ウ
ト
ロ
小
中
学

校
の
五
・
六
年
生
を
招
待
し
、

紙
芝
居
を
使
っ
た
森
林
学
習
会

と
木
工
教
室
を
行
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
指
導
普
及
課
）

活動拠点ｏｐｅｎ
活動拠点ｏｐｅｎ

知床知床

します！
応援 知床知床 森林づくり

ボランティア
の森林づくり
ボランティア

知床ボランティア活動施設

○住　　所　斜里郡斜里町ウトロ
　　　　　　（国設知床野営場内）
○開館時間　９〜16時（７・８月は19時）
○休　館　日　水曜日及び年末年始
○利用施設　会議室・レクチャースペース・

作業室
○利用料金　無料
○利用申込・問い合わせ
　北海道森林管理局  知床森林センター
　　　　　電話　０１５２−２３−３００９
○ホームページ　
　http://www.shiretoko.go.jp/

オホーツク海

ウトロ崎

セイコー
マート 郵便局

GS出光

GS
ENEOS

ペ
レ
ケ
川

公衆
トイレ

ウトロ
駐在所

うとろ・シリエトク

斜里

知
床
第
一

ホ
テ
ル

斜里町

羅臼

334

知床ボランティア活動施設
（国設知床野営場内）
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五
月
三
十
日

か
ら
六
月
一
日

に
か
け
て
、
井

出
林
野
庁
長
官

が
、
美
し
い
森

林
づ
く
り
、
間

伐
の
推
進
な
ど

の
施
策
を
進
め

て
い
く
上
で
、

現
地
の
実
情
や

関
係
者
の
取
り

組
み
を
知
る
た

め
に
来
道
し
、

十
勝
・
北
見
・
上

川
管
内
の
製
材
工

場
や
間
伐
実
行
現

場
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

一
行
は
帯
広
市

で
カ
ラ
マ
ツ
の
素

材
生
産
か
ら
製

材
、
人
工
乾
燥
、

加
工
、
商
品
化
ま

で
の
一
貫
生
産
を

行
っ
て
い
る（
株
）

サ
ト
ウ
の
工
場
、

足
寄
町
で
各
地
か

ら
集
め
ら
れ
た
原

木
の
用
途
に
応
じ

た
仕
分
け
に
よ
る

流
通
の
効
率
化
、
生
産
性
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
フ
ォ
レ

ス
ト
十
勝
の
素
材
加
工
流
通
セ

ン
タ
ー
（
写
真
①
）、
続
い
て

間
伐
を
行
っ
て
い
る
同
町
茂
足

寄
地
区
の
国
有
林
（
十
勝
東
部

森
林
管
理
署
）
で
、
高
性
能
林

業
機
械
に
よ
る
一
連
の
間
伐
作

業
（
写
真
②
）
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

こ
の
他
、
津
別
町
の
丸
玉
産

業
（
株
）
の
合
板
工
場
、
置
戸

町
の
森
林
工
芸
館
、
紋
別
市
の

佐
藤
木
材
工
業
（
株
）
の
集
成

材
工
場
及
び
森
林
認
証
を
取
得

し
た
国
有
林
個
所
、
上
川
中
部

森
林
管
理
署
管
内
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
東
部
森
林
管
理

署
に
立
ち
寄
り
「
今
後
、
国
有

林
野
事
業
は
改
革
の
検
討
が
本

格
化
す
る
が
、
綱
紀
粛
正
、
法

令
遵
守
、
適
正
な
事
業
執
行
を

確
保
し
、
日
々
の
職
務
に
邁
進

し
て
成
果
を
挙
げ
、
地
域
や
林

業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
姿
を

示
し
て
ほ
し
い
」
と
職
員
へ
訓

辞
し
ま
し
た
。

          （
業
務
調
整
課
）

【
石
狩
署
】五
月

三
十
日
（
金
）、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

札
幌
に
お
い

て
、
札
幌
テ
レ

ビ
放
送
（
株
）、

（
社
）
北
海
道

森
と
緑
の
会
、

石
狩
森
林
管
理

署
の
三
者
は
、

「
Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
森
」

づ
く
り
を
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
協
働
・
連

携
し
て
実
施
す

る
た
め
の
覚
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
十
六
年
に
台
風

被
害
を
受
け
た
支
笏
湖
周
辺
国

有
林
で
、
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し

い
豊
か
な
生
態
系
を
育
む
森
林

を
創
り
、
育
て
、
将
来
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
結

ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提

供
す
る
「
国
有
林
」、
国
民
参

加
の
森
づ
く
り
の
活
動
と
そ
の

資
金
を
提
供
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｖ
」、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携

し
て
Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
森
の
森
林
整
備

活
動
を
行
う
「
北
海
道
森
と
緑

の
会
」
の
三
者
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
「
美
し
い
森
林

（
も
り
）
づ
く
り
」
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

　

九
月
二
十
八
日
（
日
）

に
は
植
樹
行
事
を
予
定
し

て
お
り
、
面
積
一
・
九
二

㌶
に
ト
ド
マ
ツ
な
ど

二
〇
〇
〇
本
を
植
栽
し
、

次
年
度
か
ら
は
下
草
刈
り

な
ど
の
保
育
作
業
を
五
年

間
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

（
杉
村　

流
域
管
理

調
整
官
）

②

調印後に握手を交わす３者代表

テレビ局が

「美しい森
林（もり）づ

くり」

に貢献！！
テレビ局が

「美しい森
林（もり）づ

くり」

に貢献！！

素材加工流通センターで（株）サトウの秋元社長（左）から説明を受ける
井出林野庁長官（中）と山田北海道森林管理局長（右）

①

林野庁長官
北海道の林産業を視察
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北
空
知
支
署
が
所
在
す
る
幌

加
内
町
の
広
報
誌
に
「
幌
加
内

町
史
」
と
い
う
連
載
コ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
人
た
ち

の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
と
開
拓
精

神
に
よ
り
、
今
日
の
近
代
的
な

社
会
生
活
を
営
む
礎

が
築
か
れ
た
こ
と
を

改
め
て
思
い
起
こ
す

こ
と
が
目
的
の
よ
う

で
す
。

　

そ
の
中
に
は
度
々

国
有
林
と
の
関
係
が

話
題
と
な
っ
た
出
来

事
を
紹
介
す
る
記
述

が
あ
り
、
例
え
ば
…

町
内
に
あ
る
「
ほ
ろ

た
ち
ス
キ
ー
場
」
が

完
成
す
る
ま
で
の
項

で
は
、
当
時
（
昭
和

二
十
六
年
頃
）
国
有

林
内
に
ス
キ
ー
場
が

作
ら
れ
な
い
も
の
か

と
関
係
者
が
腐
心
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
営

林
署
で
職
員
の
ス
キ
ー
技
術
向

上
の
た
め
に
ス
キ
ー
場
を
作
る

と
の
話
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
つ

け
「
一
般
村
民
へ
の
開
放
を
願

い
出
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
、

時
節
柄
権
威
の
大
き
か
っ
た
営

林
署
長
に
恐
る
恐
る
陳
情
し

た
」、
ま
た
、「
立
野
経
営
課
長

の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
の
で
、

名
前
か
ら
一
文
字
も
ら
っ
て

「
幌
立
山
」
と
命
名
し
た
」
と

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
拡
張
の

た
め
に
保
安
林
協
議
を
営
林
署

と
続
け
、
よ
う
や
く
今
の
ス

キ
ー
場
が
誕
生
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
有
林
と
地

元
と
は
常
に
協
力
し
合
い
、

時
に
は
話
し
合
い
、
一
緒
に

歩
み
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

当
支
署
で
は
全
職
員
で
開

か
れ
た
国
有
林
を
目
指
し
業

務
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

地
元
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
夏
休
み
の
計

画
は
も
う
お
す
み
で
し
ょ
う

か
？

　

こ
こ
北
空
知
地
方
の
観
光
に

に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
の

方
は
ぜ
ひ
幌
加
内
町
の
「
朱
鞠

内
湖
」
へ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ら
一
〇
〇
年
記
念
公
園
へ
（
全

五
十
四
ホ
ー
ル
）。
七
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
は
、
北
竜
町
の

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」、
沼
田

町
の
「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」、
幌

加
内
町
の
「
蕎
麦
ま
つ
り
」
な

ど
、沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
夏
は
北
空
知
へ
足

を
伸
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

朱鞠内湖キャンプ場 
人造湖とは思えない程、周囲の豊かな自然に溶け込み
美しい景観を見せる朱鞠内湖で楽しいキャンプを！

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

空知森林管理署
北空知支署　支署長

佐　渡　英　一

地
元
史
に
残
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ
か
ら
も

地
元
と
共
に
歩
む
国
有
林

日本最大の人造湖「朱鞠内湖」。湛水面積は2,373ha ！

幌
加
内
町
広
報
の
「
幌
加
内
町
史
」
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
ほ
ろ
た
ち
ス
キ
ー
場
」
誕
生
秘
話
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国有林を水源とする金山湖（南富良野町）

　

東
方
に
火
の
山
大
雪
山
系
十

勝
岳
、
西
方
に
は
秀
峰
夕
張
山

系
芦
別
岳
が
そ
び
え
、
南
方
に

は
東
大
演
習
林
の
大
樹
海
に
囲

ま
れ
た
富
良
野
盆
地
の
中
心

部
、
富
良
野
市
に
富
良
野
治
山

事
業
所
が
あ
り
ま
す
。　

　

同
市
は
、
咲
き
誇
る
ラ
ベ
ン

ダ
ー
が
彩
る
美
し
い
風
景
、
倉

本
聰
原
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
北
の
国
か
ら
」
や
「
優
し
い

時
間
」
な
ど
の
舞
台
、
ま
た
ス

キ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
た
富
良
野
ス
キ
ー
場
な

ど
が
全
国
的
に
有
名
な
観
光
都

市
で
す
。　
　
　
　
　
　

　

石
狩
川
水
系
の
最
大
支
川
で

あ
る
空
知
川
と
そ
の
支
流
富
良

野
川
が
合
流
し
形
成
さ
れ
た
扇

状
地
は
、
富
良
野
地
域
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
豊
か
な
実

り
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

こ
の
農
業
地
帯
の
か
ん
が
い

用
水
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国

有
林
か
ら
供
給
さ
れ
て
お
り
、

山
の
冷
た
い
沢
水
を
直
接
田
畑

に
使
わ
ず
、
大
き
な
溜
め
を
階

段
状
に
配
置
し
、
沢
水
を
温
め

て
か
ら
下
流
に
流
す
温
溜
池
が

国
有
林
と
の
境
界
に
数
個
所
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
水
源
の
国
有
林

で
の
治
山
事
業
へ
の
関
心
も
高

く
、下
流
域
の
み
な
さ
ん
へ
の
工

事
概
要
説
明
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
治
山
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
環
境
と
の
調
和
・
景
観

に
配
慮
し
た
工
法
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
受
益
者
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ま
た
「
美
し
い
森
林

づ
く
り
」
の
一
助
と
な
れ
ば
と

思
い
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
初
め
て
開

放
し
好
評
だ
っ
た

赤
井
川
村
の
「
キ

ロ
ロ
た
け
の
こ
自

生
園
」（
八
十
二

㌶
）
が
今
年
も
開

園
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
キ
ロ
ロ

で
旬
の
た
け
の
こ

と
、
山
頂
か
ら
広

が
る
素
晴
ら
し
い

眺
望
の
中
で
初
夏

の
楽
し
い
一
日
を

お
過
ご
し
下
さ

い
！

キ
タケノコ採り
ロロに

に行こう！

●
場
所　

赤
井
川
村
キ
ロ
ロ

　

リ
ゾ
ー
ト
・
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅

●
開
園
期
間　

六
月
二
十
日
〜

　
　
　
　
　
　

二
十
九
日
（
予
定
）

●
開
園
時
間
９
時
１５
分
〜
１５
時

　
　
　
　
　

（
最
終
入
場
は
１３
時
）

●
入
園
料
金　

大
人
１
３
０
０
円
・

小
学
生
８
０
０
円
・
幼
児
１
０
０
円

（
ゴ
ン
ド
ラ
及
び
保
険
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ

　

℡
０
１
３
５
︱
３
４
︱
７
１
１
１

　

http://w
w

w
.kiroro.co.jp

　

（
赤
井
川
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林

管
理
運
営
協
議
会
）

間伐材を活用したハイブリットダムと植栽工

山 最 前 線 富良野の国有林治山

実り豊かな農業地帯の水源林を守る実り豊かな農業地帯の水源林を守る
治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を
現地で担う各地の治山事業所からのレポ
ートを紹介します

　山地の保全・災害復旧などの治山
事業を現地で担う各地の治山事業所
からのレポートを紹介します。

富良野治山事業所
●富良野市栄町1�- １
●電話016�-��-8600 

今月のレポーター
上川南部森林管理署　
　治山課長　本田　秀樹

上川南部森林管理署
富良野治山事業所
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森林環境保全ふれあいセンターは、
国有林をフィールドとした自然再生
や生物多様性の保全、森林環境教
育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあいセンター
森林環境保全
ふれあいセンター

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

通 信

苗木をていねいに植え付ける中学生

サミット記念に「水源を守る」植樹祭サミット記念に「水源を守る」植樹祭サミット記念に「水源を守る」植樹祭サミット記念に「水源を守る」植樹祭
駒ヶ岳・大沼森林環境保全ふれあいセンター

　

五
月
十
八
日
（
日
）、「
水
源

を
守
る
市
民
参
加
の
植
樹
祭
」

（
２１
世
紀
の
道
南
の
森
林
づ
く

り
事
業
実
行
委
員
会
・
函
館
東

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
）が
、

昨
年
一
月
の
強
風
で
壊
滅
的
被

害
を
受
け
た
函
館
市
の
水
が
め

で
あ
る
赤
川
水
源
地
の
隣
接
地

に
お
い
て
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
の
下
、
保
育

園
児
、
中
学
生
ら
総
勢
五
〇
〇

名
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
、

風
に
強
く
多
面
的
機
能
を
有
す

る
森
林
の
早
期
回
復
を
目
的
と

し
て
、
一
㌶
の
区
域
に
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ブ
ナ
な
ど
五
種
類
の
広
葉

樹
の
苗
木
一
七
〇
〇
本
を
植
え

付
け
ま
し
た
。　

　

こ
の
森
の
再
生
へ
の
願
い
を

込
め
て
一
本
一
本
、
一
生
懸
命

植
え
る
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の

姿
に
は
、
森
林
づ
く
り
に
対
す

る
情
熱
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
の
樹
木
の
生
長
を
み
な

さ
ん
と
と
も
に
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
窪
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

五
月
二
十
四
日
（
土
）、
雷
別

ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
今
年
度
初

め
て
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
雷
別
地
区
自

然
再
生
事
業
の
試
行
実
験
区
に

植
栽
し
た
広
葉
樹
苗
木
の
生
長

観
察
と
植
栽
木
へ
の
番
号
札
の

取
り
付
け
作
業
を
行
い
、
続
い

て
、
当
倶
楽
部
独
自
の
手
作
り

植
物
図
鑑
を
作
成
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
収
集
と
し
て
の
植
物
・

樹
木
の
デ
ジ
カ
メ
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
採
取
し
た
広
葉

樹
の
タ
ネ
か
ら
芽
生
え
た
ミ
ズ

ナ
ラ
、ヤ
チ
ダ
モ
、キ
ハ
ダ
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
の
観
察
な
ど
を
行

っ
た
後
、
今
年
度
の
活
動
計
画

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
部
員
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
、
雷
別
で
の
自
然
再

生
事
業
に
参
加
す
る
市
民
の
活

動
を
支
え
る
「
縁
の
下
の
力
持

ち
」
と
し
て
、
色
々
な
方
法
を

取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 （
白
藤　

自
然
再
生
指
導
官
）

苗木の生長を確認しながら、番号札の取り付け作業

ドングリ倶楽部の活動始まる！ドングリ倶楽部の活動始まる！ドングリ倶楽部の活動始まる！ドングリ倶楽部の活動始まる！

釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター



�

　

五
月
十
八
日
（
日
）、
北
海

道
開
拓
記
念
館
と
の
共
催
で

「
野
幌
の
森
の
今
を
知
る
」
と

題
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

  

こ
れ
は
、
野
幌
国
有
林
で
市

民
と
協
働
で
「
百
年
前
の
原
始

性
が
感
じ
ら
れ
る
自
然
林
の
再

生
」
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の

科
学
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

で
得
ら
れ
た
知
見
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
五
名
の
研
究
者
の

方
々
に
講
師
を
お
願
い
し
て
行

っ
た
も
の
で
す
。

　

ど
の
講
演
も
、
過
去
の
写
真

や
台
風
被
害
前
の
デ
ー
タ
な
ど

と
比
較
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
、
受
講
者
は
感
心

し
な
が
ら
聞
き
入
り
、
多
種
に

わ
た
っ
た
熱
心
な
質
問
も
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

こ
の
冬
に
行
っ
た
エ
ゾ
シ
カ
調

査
の
報
告
も
行
い
ま
し
た
。

（
堀
川　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

五
月
三
日
（
土
）、
北
見
市

の
サ
ン
ド
ー
ム
北
見
で
開
か
れ

て
い
た
「
緑
と
花
の
春
の
園
芸

祭
」
に
出
展
し
、
当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
の

四
季
の
パ
ネ
ル
展
と
、
樹
名
当

て
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昭
和
十

年
頃
に
始
ま
っ
た
、
北
見
地
方

の
歴
史
あ
る
緑
化
運
動
の
さ
き

が
け
と
言
え
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
出
足

も
好
調
、
園
芸
祭
を
訪
れ
た
大

勢
の
市
民
が
当
パ
ネ
ル
展
の
前

で
足
を
留
め
、
樹
名
当
て
ク
イ

ズ
に
も
挑
戦
し
、
樹
木
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

北
見
地
方
が
ど
ん
ど
ん
緑
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
実
感
し
た
、
楽
し
い
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

（
栄　

自
然
再
生
指
導
官
）

１００名を超す受講者で満員となった公開講座

野幌の森の今を知る野幌の森の今を知る野幌の森の今を知る野幌の森の今を知る
石狩地域森林環境保全ふれあいセンター

公開講座公開講座公開講座公開講座

樹
種
当
て
ク
イ
ズ
に
み
な
さ
ん
真
剣
に

挑
戦
中

「
五
枚
の
葉
を
よ
〜
く
見
て
樹
種
を
当

て
て
く
だ
さ
い
ね
！
」

パネル展には沢山の来場者が足を留めてくれました

森のパネル展と樹名当てクイズで出展森のパネル展と樹名当てクイズで出展森のパネル展と樹名当てクイズで出展森のパネル展と樹名当てクイズで出展

常呂川森林環境保全ふれあいセンター

～緑と花の春の園芸祭～～緑と花の春の園芸祭～～緑と花の春の園芸祭～～緑と花の春の園芸祭～

　４月２５日（金）、北見駅前大通
において、北海道森林管理局北
見事務所と当センターでは、緑
と花の市民の会、きたみ菊の女
王など９つの市民団体のみなさ
ん９０名と街頭に立ち、「緑の募金
で防ごう地球温暖化」をテーマ
に、道行く市民のみなさんに緑
の募金への協力を呼びかけ、多
数の協力と温かい言葉をかけて
いただきました。緑の募金活動
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【空知署】５月２6日、栗山町円山で「 美しい森林づく
り植樹祭」を開催し、爽やかな青空とそよ風の吹く中、
自治体、森林愛護組合、ＮＰＯ、緑のオーナーなど１００名
のみなさんが、トドマツの苗木１０００本を心地よい汗をか
きながら１本１本ていねいに植え付けました。

サミット記念
　美しい森林づくり
　大きくアピール

【石狩署】５月２3日、国有林ＯＢ有志に
よる「にれのき会」のみなさんが、野幌
国有林でエゾヤマザクラ、トドマツ、ハ
ルニレの苗木を植え付けました。

国有林ＯＢ
サミット記念

植樹会

【十勝西部署】５月１8日、大樹町を眺望できる萠
もい

和
わ

山
やま

で、
同町の開基8０周年記念町民植樹祭と漁民の森植樹祭が開
催され、町内外から3００名が集まりました。
　参加者のみなさんは、エゾヤマザクラ、アオダモなど
７種１7００本の苗木を、傍らに咲くカタクリやオオバナノ
エンレイソウの花々を眺めながら植え付けました。

大樹町
開基８０周年
力を合わせて
町民植樹祭

【企画課】５月２５日、中標津町運動公園において「増え
ていく町のみどりとみんなの笑顔」をテーマに「第５９回
北海道植樹祭 in なかしべつ」（主催　北海道・北海道森
林管理局）が開催され高橋知事、西澤町長のほか町内外
からの２０００名の参加者が、二酸化炭素吸収能力に優れた
グイマツの雑種「クリーンラーチ」のほか、チシマザク
ラなど２１００本の苗木を植え付けました

【檜山署】毎年、檜山管内各町を順
番に回って行われている「檜山の森
づくり植樹祭」が、今回は５月１8日
に乙部町で開催され、２7０名のみなさ
んが植樹とサクラマスの放流を行い
ました。

檜山ゆかりの木
ヒノキアスナロ

を
増やそう！

【檜山署】５月２２日、チャリティー
の収益で植樹活動を行っている国際
ソロプチミスト江差のみなさんが１8
回目となる植樹を行い、上ノ国町目
名の沢国有林にヒバの苗木3０本を植
え付けました。

国際
ソロプチミスト

江差の森

【胆振東部署】５月１8日、樽前山麓（苫
小牧市）の国有林で（財）イオン環
境財団主催の「北海道支笏湖植樹祭」
が開催され、国内・アジア各国から
集まった１4００名のみなさんが植樹に
汗を流しました。

14００名！
支笏湖の森林
再生に集う

みんなで育てる未来の森林みんなで育てる未来の森林
　新緑がまぶしい季
節は木を植える絶好
のシーズンです。
　各地から届いた森
林づくりの話題をお
届けします。

環境のためにできることを考えて行動しよう
      　　　中標津町で全道植樹祭
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【檜山署】５月８日、江差町立江差北小学校のみなさ
んと、同町砂坂海岸林で春の動植物を学ぶことを通し
て自然環境を大切にする意識を育むことを目的に、「新
緑のグリーンスクール」を開催しました。 
   当日は砂坂海岸林が作られた歴史や植えられた木々
の特徴や役割などを学んだり、タンポポを題材に、笛
作りや、タンポポの茎を使ったシャボン玉遊び、コー
ヒーの代用品も作れること等を通じてこの森の草花に
対する興味を深めました。
　また、漂着物の多い海岸の清掃活動も行い、3０分ほ
どでゴミ袋がいっぱいになりました。

【石狩署】５月１１日をメインデ
ーとして千歳国有林で「支笏湖
周辺台風災害復興の森づくり」
の春の観察会を開催し、平成１8
年から行ってきた１００㌶ １０万本の
復興植樹に関わってきたみなさ
んが集まりました。
　当日は、１２団体１９０名の参加が
あり、スコップを片手に観察と
補植、またチシマザクラなどの
記念植樹を行いました。
　会場では今後の下刈り作業に
向けた話も多数聞かれ、この活
動の益々の発展が楽しみです。

【網走西部署】５月２8日、遠軽町において「森
林を見る会」を開催し、２２名の町民のみなさん
を瀬戸瀬森林事務所森林官を解説員に、台風被
害個所にトドマツを植栽した現場へ案内しまし
た。
　この会は地元の方々に国有林を見て、森林や
林業に関心をもってもらう良い機会であり、当
署が昨年度に管内国有林全域にＳＧＥＣ森林認証を
取得したことのＰＲの場ともなりました。

【檜山署】５月２１日、八雲町立関内小の全校児童５名と、「木
の葉カルタ」や「樹木当てクイズ」などをしながら、楽し
く校庭の木々の勉強をしました。
　子どもたちはルーペで拡大した花や葉に驚いたり、クロ
モジの香りやキハダの樹皮の色や味を体験したりしながら、
校庭にあるいろいろな木や植物を“再発見”していました。

【釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター】
　５月の連休中に釧路市こども遊学館が開催し
た「木のおもちゃで遊ぼう」に、「樹木の種っ
て不思議ダネ」（種の標本展示と紙による種の
模型づくり）と「木工自由工作」コーナーを出
展しました。工作では子どもたちが、木片や松
ぼっくりなどを使い、目を輝かせながら、思い
思いに個性豊かな作品を作り上げていました。
　同館には期間中に延べ8０００名の来場者があり
大盛況でした。

支笏湖復興の森づくり
春の観察会

学校内にある樹
木を知ろう！

八雲町関内小学校

森林認証の
取得をＰＲ

森林を見る会

木のおもちゃ
で遊ぼう

 釧路・遊学館

新緑の砂坂海岸林の自然を学ぼう
江差北小学校

森林や自然のこと楽しく勉強
　やっと暖かい季節になってき
た北海道。
　どんどんフィールドに飛び出
して、いろいろ体感しながら、楽
しく森林や自然とふれ合おう！
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サ
ン
タ
ラ
ン
ド
広
尾
町

　

広
尾
森
林
事
務
所
が

あ
る
広
尾
町
は
、
日
高
山
脈
を

源
に
持
つ
四
つ
の
河
川
が
海
に

注
ぎ
、
そ
の
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
漁
業
を
中
心
に
、
農
林

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
に
は
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
オ
ス
ロ
市
か
ら
日
本
国

内
初
の
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
の
認
定
を
受
け

「
愛
と
平
和
・
感
謝

と
奉
仕
」
を
基
本
理

念
と
し
て
サ
ン
タ
ラ

ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い

町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

襟
裳
岬
へ
つ
な

が
る
景
勝
地

　

同
町
の
南
側
に
は

襟
裳
岬
へ
つ
な
が
る

通
称
「
黄
金
道
路
」

（
国
道
三
三
六
号
）

が
走
り
、
そ
の
沿
線

に
は
切
り
立
っ
た
国

有
林
の
断
崖
が
続

き
、「
フ
ン
ベ
の
滝
」

や
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
が
集
ま

る
「
美
幌
海
岸
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
側
に
目
を
向
け
る

と
登
山
者
で
賑
わ
う
楽ら
っ

古こ

岳だ
け

が

そ
び
え
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
と
ト
ド
マ
ツ
の
森

　

広
尾
森
林
事
務
所
で

は
同
町
の
森
林
面
積
の
約
七
十

％
を
占
め
る
国
有
林
の
う
ち
約

一
万
二
千
㌶
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
森
林
は
広
葉
樹

を
中
心
と
す
る
天
然
林
と
ト
ド

マ
ツ
を
主
体
と
し
た
人
工
林

で
、
古
く
は
昭
和
初
期
か
ら
の

造
林
地
も
あ
り
、
先
人
の
苦
労

が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

現
在
実
行
中
の
事
業
は
林
道

の
整
備
及
び
地
況
・
林
況
調
査

で
、
日
高
山
脈
特
有
の
急
峻
な

地
形
の
下
で
、
安
全
に
は
特
に

注
意
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

サ
ケ
の
遡
上
す
る
清
流
・

広
尾
川
を
守
る

　

広
尾
川
は
清
流
日
本
一
に
選

ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

源
・
国
有
林
が
こ
の
清
流
を
守

る
た
め
に
果
た
す
役
割
も
大
き

く
、
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
森
林

と
し
て
の
使
命
・
目
的
達
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

広尾合同森林事務所のメンバー（本人右）

広尾合同森林事務所
●広尾町並木通東２丁目２
●電話01558-2-3141

海
へ
と
つ
な
が
る
清
流
の
源
・
国
有
林
を
守
る

心
豊
か
に
ふ
れ
あ
う
海
と
大
地

十勝西部森林管理署
広尾森林事務所

首席森林官
中村　仁志

ピラミッド型の特徴ある山頂・楽古岳（1,472m）

今年の広尾町植樹祭
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支
笏
湖
の
北
岸

に
位
置
す
る
ポ
ロ

ピ
ナ
イ
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
千
歳
市
が

指
定
管
理
者
制
度

に
よ
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
は
観
光

施
設
か
ら
約
二
百

㍍
の
森
を
隔
て
て

お
り
喧
噪
と
は
無

縁
で
、
支
笏
湖
と
そ
の
湖
面
に

映
る
風
不
死
岳
や
恵
庭
岳
の
織

り
な
す
美
し
い
風
景
の
中
で
過

ご
す
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ン
は
最
高

の
休
日
を
約
束
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
恵
庭
岳
の
登
山
口

と
し
て
、
カ
ヌ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
、
近
隣
に

は
支
笏
湖
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
訪
れ
た
五
月

中
旬
は
、
山
々
は
春
紅
葉
、
湖

は
神
秘
的
な
美
し
さ
を
湛

え
、静
け
さ
の
中
に
テ
ン
ト

六
張
り
と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
十
台
の
キ
ャ
ン
パ
ー
の

み
な
さ
ん
が
湖
畔
の
空
気

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

管
理
人
さ
ん
に
お
話
を

伺
う
と
、
平
成
十
八
年
か

ら
支
笏
湖
へ
の
水
上
バ
イ

ク
な
ど
の
動
力
船
の
乗
り
入
れ

が
規
制
さ
れ
、
エ
ン
ジ
ン
音
の

な
い
「
静
か

な
湖
畔
」
に

戻
っ
た
こ
と

か
ら
来
場
者

が
倍
増
、
昨

シ
ー
ズ
ン
は

一
万
二
千
人

が
訪
れ
た
そ

う
で
す
。「「
ま
た
来
た
よ
！
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
う
れ
し
い
こ
と

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

施
設
は
炊
事
場
、
ト
イ
レ
の

み
で
シ
ン
プ
ル
。
そ
れ
で
も
必

要
十
分
と
思
わ
せ
る
す
ば
ら
し

い
自
然
が
広
が
り
ま
す
。

　

今
夏
は
ぜ
ひ
キ
ャ
ン
プ
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

「ポロピナイで楽しい思い出を沢山
作ってくださいね」と、キャンパー
を優しく見守る管理人さん

サイトの背後には恵庭岳が迫ります

程よい木陰が広がる
林間サイト

こんな絶景が眼前に広がるのも
キャンプならでは

NEWNEW

心洗われる湖畔のキャンプ

支笏湖 ポロピナイキャンプ場

レ ク 森 紹 介

キャンプ
へ

行こう
！キャンプ

へ

行こう
！

　国有林には、その自然環境を活かし、
自治体等によって運営されるキャンプ場
がたくさんあります。
　このコーナーではその魅力の数々を紹
介していきます。

支笏湖

オコタンペ湖

GS
JOMO

伊藤温泉
丸駒温泉

支笏湖オコタン
野営場 モラップ

キャンプ場
美笛
キャンプ場

苔の洞門

美笛川

喜茂別

千歳

札幌
漁岳

恵庭岳

苫小牧

支笏湖温泉

風不死岳

276

276
141

730

16
78 453

♨

♨

♨

ポロピナイ
キャンプ場

ＤＡＴＡ
○利用形態　全域オートキャンプ可能
○施　　設　炊事場、トイレ、管理棟
○料　　金　大人300円ほか設定あり
○開設期間　10月中旬まで（予定）
○問い合わせ　0123-25-2755

http://www.shikotuko.jp/
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が

行
う
自
主
的
な
森
林
整
備
を
推

進
す
る
た
め
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
提
供
す
る
、〝
ふ
れ
あ

い
の
森
〟
協
定
を
結
ん
で
い
る

「
礼
文
島
自
然
ク
ラ
ブ
」
の
み

な
さ
ん
が
、
四
月
二
十
六
日

（
日
）、
礼
文
町
香
深
井
ふ
れ

あ
い
の
森
「
や
ま
せ
の
森
」
に

お
い
て
植
樹
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
今
年
で
十
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
植
樹
し
て
き

た
場
所
が
、
山
の
斜
面
一
面
に

広
が
っ
て
き
て
い
る
の
を
見
て

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
五
月

二
十
七
日
（
火
）
に
礼
文
町
植

樹
祭
、
同
三
十
日
（
金
）
に
町

立
船ふ
な

泊
ど
ま
り

中
学
校
の
植
樹
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
各
地
で
色
々
な
方
の
活

動
に
よ
り
礼
文
に
緑
が
増
え
て

い
く
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

愛
情
を
込
め
て
植
え
た
ど
の

木
も
大
き
く
育
ち
ま
す
よ
う

に
！    （

田
島　

礼
文
森
林
官
）

国有林が広がる奥尻島・利尻島・礼文島

北の島だより北の島だより
離島の森林事務所に勤務し、
島民のみなさんとともに森林を守り育てる
森林官・主任たちから届いた話題を紹介します。

利尻島 礼文島

奥尻島

③

【北空知支署】北竜町
恵岱別の国有林に自
生する、推定樹齢800
年、 幹 周 り4.8 ㍍、 巨
木「龍神のオンコ」の
圧巻の姿と、昨年植栽
したこの巨木の遺伝
子を受け継ぐ後継樹
を多くのみなさんに
見てもらうために、こ
の度、「龍神のオンコ」の看板を現場職員の
手作りの案内板に取り替えて設置し、併せて
観察路も整備しました。巨木の不動の姿と森
林浴を楽しみに、ぜひお越し下さい。
○アクセス
　道道増毛稲田線から鴨居沢に入り、途中の
国有林作業道4.5㌔の終点から徒歩で200㍍。

巨木・不動の姿を
見に来ませんか？

②

①

①活動開始から10年目になる礼
文島自然クラブ②町植樹祭に参
加した新１年生③最北限の岬を
望み森林づくり船泊中学校

礼文森林事務所
みんなで島の緑を育てていますみんなで島の緑を育てていますみんなで島の緑を育てていますみんなで島の緑を育てています

【日高南部署】４月27日、えりも町でクリー
ン作戦が展開され、同町商工会、中国からの
留学生らと共に、管理塔の大掃除と百人浜駐
車場周辺のゴミ拾いを行い、観光シーズンに
向けて準備万端です。
○管理塔の概要
　平成５年に完成し、高さは13㍍。襟裳岬の
緑化事業実施個所が一望でき、風速60㍍まで
耐えられる設計です。観光シーズン中に限り
一般開放しています。

百人浜展望台も大掃除

えりもクリーン作戦
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各地からの便り各地からの便り

【北空知支署】５月18日、深川市の「ふかがわ
スプリングフェスタ」に巣箱を親子で作っても
らう「親子トンカチ教室」にて出店しました。
　子どもたちは慣れないトンカチを持ち、釘を
なかなかまっすぐに打てず、悪戦苦闘していま
したが、親子で楽しく完成させ、労作の巣箱を
大切に持ち帰っていました。

親子で楽しく
トンカチ教室

【根釧西部署】４月21日、根釧東部署と合同で
空中消火機材の操作訓練を実施しました。
　これは有事に備えて毎年行っているもので、
資機材の搬出、設置、給水ポンプの始動、散布
装置への貯水、放水などの一連の操作を実地で
訓練しました。

山火事への備え
消火機材
操作訓練

【後志署】地球環境問題が大きなテーマとなる
北海道洞爺湖サミットまで、あと50日となった
５月18日、洞爺湖町主催の有珠山登頂と火口原
巡りが開催されました。
　これは、ここ100年で４回も噴火している有
珠山をよく知り、いざという場合に役立てても
らうことが目的で、50名の参加者が講師（宇井
北大名誉教授他）の解説に耳を傾けながら、有
珠山の自然を体感しました。

噴火から８年

有珠山の
自然を体感

【留萌北部署】５月18日、遠別町の春の恒例行
事「2008 富士見ヶ丘公園開き 山菜まつり」が 
盛大に開催されました。
　会場では当署も参画する実行委員会が一生懸
命採取した山菜を料理し、来場者に振る舞われ、
みなさん春の味を満喫していました。
　また、山菜無料配布には長蛇の列ができ、山
菜の束を抱えたみなさんは満面の笑みを浮べ、
楽しい春のイベントになりました。

　５月22日、天塩町の森林ボランティア団体「て
しお森遊会」が当署構内でナメコのホダ木づく
りを行いました。
　種駒を打ち込んだダケカンバの原木からナメ
コが出てくるのが今からとても楽しみです。

国有林の山菜を
みなさんへ

遠別山菜まつり

おいしいナメコ

早く出てこ〜い

庁舎のまわりに

もっと
緑を増やそう！

【旭川事務所】〜自らの庁舎敷を緑化すること
が、地球温暖化防止に向けた植樹呼びかけの第
一歩〜　５月15日、旧旭川地方国有林採石協会
から寄贈されたナナカマド、コブシ、ウメ、ア
ズキナシなど22本を、三田元採石協会会長、谷
口北海道森林管理局次長の出席の下、全職員で
植え付けを行いました。
　地域のみなさんからは早くも「花が咲くのが
とても楽しみ！」との声が寄せられています。
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▽
六
月
二
十
八
日
（
土
）

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
記

念
「
国
際
交
流
森
林
環
境
フ
ォ

ー
ラ
ム
」　　
　

有
珠
山
金
比
羅

火
口
周
辺
国
有
林　

外

▽
七
月
一
日
（
火
）

　

北
限
の
ブ
ナ
復
元
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会　
　

後
志
署
管
内

▽
七
月
四
日
（
金
）

　

森
か
ら
海
の
連
環
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　
　

紋
別
市

▽
七
月
二
十
日
（
日
）

　

北
海
道
森
林
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
in
定
山
渓

        　
　

定
山
渓
国
有
林
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
を
適
切
に
管
理
し
、
よ

り
一
層
国
民
に
開
か
れ
た
も
の

と
す
る
た
め
計
画
的
に
職
員
の

研
修
を
実
施
し
、
そ
の
責
務
と

使
命
を
自
覚
し
、
実
行
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
の

よ
う
な
研
修
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。 

森
林
官
Ⅰ
研
修　

　

五
月
二
十
日
〜
二
十
三
日
の

四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
森
林
官

を
対
象
に
労
働
災
害
の
未
然
防

止
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

森
林
官
Ⅰ
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。 

　

研
修
で
は
「
災
害
の
発
生
は

氷
山
の
一
角
で
、
現
れ
な
い
部

分
に
は
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例

が
累
積
し
て
い
る
」
と
の
総
務

部
長
講
話
を
受
け
、
研
修
生
は

危
険
予
知
訓
練
の
事
例
研
究
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
習

な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

              （
総
務
課
）

全国安全週間全国安全週間 始まります！

スキルスキル
あっぷ！あっぷ！

研
修
日
誌

集団討論に取り組む研修生

　平成20年度全国安全週間が７月１日から７日まで全
国一斉に行われます。
　本年度の北海道森林管理局の公務災害の発生状況に
ついては、５月期末で既に５件の発生をみています。
　また、平成1９年度の災害件数は16件でしたが、同時
期までは無災害で経過していたことを考えると異常な
ペースで災害が発生しています。
　労働安全の確保は、明るい職場づくりや円滑な業務
運営において欠くことができないものです。
　安全週間及び準備期間を契機として、職場における
労働安全確保の重要性についての認識を深めるととも
に、これまでの労働災害防止対策の評価・検討を行う
など、各署等の現場実態に即した実効性ある計画を策
定し、効果的な安全活動の展開を進めましょう。

                                  （職員厚生課）


